





































最終試験の結果要旨：最終試験は 2 月 13 日に行われた。審査委員一同出席の下，まず，学位論文
に関連する学術論文は1編が第１著者として受理済み、印刷中（Kazuki MATSUKURA, Shota IINO, Yutaka 
HAGA, Renato KITAGIMA and Shuichi SATOH; Effect of supplementation with enzyme complex to 
non-fish meal diet in adult red sea bream Pagrus major, Aquaculture Science (in press)で
あるとともに，国際学会は 1 回、国内学会は３回、発表している。また，合同セミナーについて、
規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。大学院海洋科学技術研究科が指定
した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
学術論文は英語で書かれており、国際学会にも参加しており、語学については問題ないと判断し
た。また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分
であった。一方、専門知識については公開発表会(2 月１3 日)当日の質疑や予備審査時でのディスカ
ッションを含め十分であると審査委員一同確認した。 
以上から、申請者について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
 
 
 
 
